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発行責任者 校長 邊見　浩
「自分の未来を切り拓け！」

　９月２６日（金）の午後、白河第四小学校６年生 　今年度、生徒会が中心となり、生き生き協議会を
と小田川小学校５・６年生と一緒に校区内の美化活 始めとするいろいろな会で、校則の見直しについて

 動を行いました。この活動は、地域学校協働活動の 協議を進めて参りました。
一環で、郷土愛を育み、思いやりの心と自ら考え行 　その結果、生徒や保護者のニーズに答える形で通
動する力を養うことをねらいに行いました。今年度 学用シューズと靴下の色について今まで「白のみ」
は小田川小学校の企画で、安珍堂及びその周辺、大 としていましたが、経済面や汚れにくさ等を踏まえ、
沼幼稚園及び周辺道路、久田野駅構内及び駅周辺、 「黒、紺、灰色」を追加しました。今後購入の際に

 そして中学校校庭と校舎内に分かれて清掃活動を行 は、ご検討ください。
  いました。 　なお、値段については高価でなく、

 保健体育の授業で使用できるもの
 にしてください。　

  中学生が日常生活で得た気付きや考えを発表する
第４７回少年の主張福島県大会が９月２５日（木）
に喜多方市で開催されました。この大会は県内１６
８校から１０，７５６人の応募があり、選抜された
１６人が出場しました。本校から３年生の兼子心優
さんが選ばれ、「同調圧力への向き合い方」と題し
て素晴らしい発表をし、優良賞に輝きました。「自
分の意見に自信を持って声に出すこと、他人の意見
に耳を傾けること。」そ
して「同調行動を時と場
合に応じて使い分ける。
どこで同調し、どこで自
分の意見を貫くかを工夫
することが大切。」との
兼子さんの訴えが強く心

 に残る発表でした。

 
 
 
 
　 この度、下記の日程で標記の講演会を実施しま

 す。つきましては、保護者の皆様、地域の皆様で
 ご観覧を希望される方の参加をお待ちしています。 
　９月３０日（火）、２・３年生と保護者を対象に 記 
県立高校説明会を行いました。須賀川創英館高校、  １　内容：健康な体と心をつくるために「スポ 
岩瀬農業高校、光南高校、白河高校、白河旭高校、  　　　　　ーツと健康」について考える。 
白河実業高校の校長先生や教頭先生においでいただ  ２　日時：１０月２７日（月）13:20 ～ 15:20 
き、各校のパンフレットをもとに、丁寧に説明して  ３　場所：東北中学校  食堂
いただきました。参加した生徒たちは、それぞれの  ４　講師：東京女子体育大学 
高校の特徴や校風、部活 　　　　　講師　梶　将徳　様 
動の取り組みなどについ  ５  申し込み：QR コード 
て熱心に説明を聞くこと            またはリンクから 

 ができました。今後の進

路選択の参考にしてほし https://forms.gle/irarZDh9PzjhNo2U7 
いと思います。

   東北中学校区学校保健委員会 

第２回講演会のご案内 

https://forms.gle/irarZDh9PzjhNo2U7

